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と刻まRて いたが、彼は丸4年 間この地におった ることを知った。そして戦後わけもなく抱き続け、
























































































































「黛金研"に 客 員 と して招 か れ て 」
材料物性学部門客員教授
日立マクセル㈱筑波研究所 藤 原 英 夫
昭和63年/0月から年号改まり平成元年3月 迄Flgl
の6カ 月間、磁気学の源流である"金 研"に 客員/'・
としてお招きを受け、磁気応用を生業とする私に'り 、・
譲薫灘講 評黛二∴♂
藻 藻1羅縫蒙lll野㍉寧 ご≧』 「
















































































原子力材料物性学部門 山 ロ 貞 衛
近年,高融点金属の原子力材料,宇宙材料,電 元素添力ロの影響
気 ・電子材料などへの応用に対する重要性が広く 貝沼 紀夫 ・阿部 義邦
認識され,高融点金属の基礎的な性質に関する研(金 材技研)
究は大きな関心を集めている。 ☆金属酸化物における酸素の運動の研究







ミナー開催日の前日に当たる1988年7月15日に 鹿野 文寿 ・井戸 照喜




☆FeにおけるMn-○相互作用 加納 誠 ・高田 健






池田 進 ・渡辺 昇 様々な手法がある。本研究会では内部摩擦,磁気
(高工ネ研)余 効,中性子非弾性散乱,スエーリング,超拡散
高純度鉄単結晶の加工硬化 に関する研究発表が行なわれ,活発な議論がかわ




水林 博 ・森田 昌孝














D 結晶欠陥を制御することが そのまま物性を制御 おけるこの分野の研究の現状を物語っている。ぢ
することになる場合が多い。従って,こ の種の半 なみに,研 究会への出席者数は細100名であった
導体に特有な結晶欠陥の性質を総合的に理解する が,企 業からの参加者が60名を超えた。
ことが,高 品質の材料,ひ いては高性能のデバイ 研究会のプログラムを後に示すが,そ こで感じ
スの製造や,そ のようなデバイスの製造歩留りを たことを2つ 述べておきたい。ます第一は,特 に
上げる技術の開発に直接つながる。その意味で,化 合物半導体の場合,研 究対象となりうる欠陥物
III-V化合物半導体の結晶欠陥は,基礎と応用の研 性の種類が非常に多いこと,そ して,そ れらの相
究者を密接に結びつけている数少い研究対象の一 関を正しく把握 してこそ,欠 陥制御にとって必要
つである。そこで,現時点で大学,国立研究機関,な 知識が体系化されるということである。これか
および民間企業のこの分野における代表的な研究 らの科学教育は,現 在の日本の教育制度のもたら
者を集め,現 在までに明らかになっていること,し ている各学問分野間の有形無形の垣根を取 り
および,こ れから明らかにすべきことを,基 礎と 払って,多 くの分野にまたがる広い視野をもった
応用の両方の観点から一緒に討論することを目的 研究者を育てることのできるようなものでなけれ
として,こ の研究会を企画 した。 ばならないことが痛感される。第二は,最 近,企
一9一
業における研究が応用分野のみならす,基 礎分野7.砒 化がリウム中のEL2の 形成過程
にも大きく進出して来ていることである。豊富な 末沢 正志(東北大 ・金研)
研究資金と,恵 まれた試料とその処理環境を背景8,LEOGaAs単 結晶のAs圧EP加あるいは真
にした企業の研究の成果には,大 学が一寸大刀打 空熱処理効果
ぢできない面をもったものがある。このことは,大 久保教夫,松 本 智
大学における研究のあり方に関していろいろ考え(慶 大 ・理工)
させてくれる。昨今,大 学における研究は,研 究9.半 絶縁性GaAsの 熱処理と電気特性
費の得やすさという点から,年 ごとに応用サイド 岩崎 晃嗣,宇 田川 隆
にシフトして来ている傾向が強いが,大 学が将来 斎藤 豊,長 井 尚
も研究機関としての立場を確保するためには,今 竹内 良一,渡 辺 紘也
後は研究をずっと基礎サイドにシフトさせる必要(昭 和電工 ・秩父工場)
があろう。研究の成果を産業に直ぐに役立てよう10.無 転位lnドープLEO-GaAsにおける熱履
という観点から,大 学が次々と新 しいトピックス 歴の効果




を期待 したい。 杉野 隆,白 藤 純嗣
(阪大 ・工)
研 究会 プ ログ ラム12.化 合物半導体結晶への不純物拡散
松本 良成(日本電気 ・基礎研)
ア月20日13.lnP,GaAsへ のEr拡 散と光学的特性
*開会挨拶 角野 浩二(東北大 ・金研)生 駒 俊明,肩ヱ川 一彦,趙 新為
1.LE-VB法GaAs結 晶;育 成と特牲(東 大 ・生研)
干川 圭吾,中 西 秀男,活 田 健治 ア月21日
(NTT・LSI研)/4.PTR顕 微鏡によるGaAs基 板の非発光性
2.ModifiedLEC法による低転位密度lnP欠 陥の評価
単結晶の育成 御子柴 宣夫,坪 内 和夫





4.基板結晶のストリエーションと>thのミクロ 南日 康夫,大 井川治宏,焚 甲法
不均一性(筑 波大 ・物質工)
藤崎 芳久(日立 ・中研)17.不 純物を固溶するGaAs結 晶中での転位の
5.化合物半導体結晶中の不純物原子の局所構造 動的挙動
北野 友久,松 井 純爾 米永 一郎,角 野 浩二
(日本電気 ・基礎研)(東 北大 ・金研)
6,lnP結晶中構造欠陥の熱的及び電子的欠陥反18.III-V族化合物半導体中の転位と溶質原子の相
応過程 互作用





安武 潔,金 本 直樹(阪 大 ・教養)
芳井 熊安,川 辺 秀昭23,III-v族化合物半導体混晶中の欠陥の電顕によ
(阪大 ・工)る 評価
20.共有結合結晶中の転位運動の素過程 上田 修(富士通研)
前田 康二(東大 ・工)24.GalnP混 晶の秩序構造とエレクトロレフレ
21.inPとGaAs結晶中の転位挙動のSOR光 クタンス
その場観察 西野 種夫(神戸大 ・工)
























































「準 結 晶 の構 造 」1












ています。現在,準結晶には,20面体対称と正10る ことを示 しました。それと関連 して,東 北大の
角形対称が確認されており,前者は3次 元の準結 新関は理論的にS,ao,12,44,/8回対称の2次
晶であり後者は2次 元の準結晶で/次 元方向に周 元準周期格子の性質を議論しました。しかし,石
期構造があります。今回の短期研究会は,準 結晶 政が見いだ した/2回対称は理論が提出している
の構造に的をしぼり,理 論,実 験の両研究の立場 準周期格子とは直接には関連づけることは難しい
から準結晶の構造を議論 しその接点を探ることを ようです。(私見)。




実験の方から東北大の井上が1つ の注目する報 後,準 結晶は結晶で説明できるとの説に対して議
告をしました。液体急冷したAI-20%Cu-15%遷論がなされましたが時間切れではっきりした結論



















































































クチノイド元素に関する基礎研究もその重要性,栃 山 修(東北大 ・工)
必要性が広く認識されるという波及効果をもたら ⑥溶媒抽出を基盤とするランタノイドおよびアク




イド元素研究の現状,動向そして展望などについ 験 玉井忠治(京大 ・原子炉)
て論議することは,今までそのような会合が持た(9)JMTRで照射したAmお よびThの化学処




○ 金研会議室を使わせていただきました。この時期 ボツクスについて 半田宗男(原研)
であれば参加される方々もご都合がよかろう,仙 ㈹ウラン有機錯体および3元素系ウラン複合酸化





















「金 属 間 化 合 物」
合金設計制御工学部門 和 泉 修6
上記標題の短期研究会は昨年度(62年度)に続64名 で,熱心な討論がなされ,そ の熱気が講堂か
いて企画されたもので,昭 和63年9月1日(木)一 ら溢れんばかりでした。予想を上回る多人数の企
2日(金)の両日にわたり金研講堂で開かれ まし 業関係者が出席されたことは,金 属間化合物の研
た。今回は,件 数を少なくして,討 論の時間を多 究が大学の研究室から企業研究,そ して実用化の
くとり活発な議論を期待いたしました。 道へと着実に歩み出した事を反映 し嬉しいかぎり
発表は,で す。
(1)TiAlの延性に寄与する諸因子(東北大学金研 さて,内容についてみますと,は じめの3つ の




協会における共同研究結果報告(三菱金属 前 を浴び,特 に延性化の展望について活発な討論が
義治)な されました。次の2つ の発表はNi基超合金に
(4)単結晶超合金の高温特性(石川島播磨重工 大 関するもので,/つ は合金設計的手法により粒界
友暁)を 含まない超合金の耐熱温度を従来のものより向C
(5)γ'Ni,(Al,Ti)の析出硬化(九大工 根本実,田 上させたものであり,もう1つ は,γ'中に γ相が
文懐,佐 野毅)析 出した合金の硬化機構を論じたものです。残り
(6)CO3Ti圧延再結晶集合組織(新日鉄第一技研 の4つ の発表は異常な強度の温度依存性 を示す
松尾宗次,花 村年裕,木 村正雄)Ni3AlとCO,Tiの 材料学的諸問題について,基礎
(7)Ni,Al系金属間化合物の高温延性の改善(三菱 的なものから応用的なものまで含む内容になって
重工長崎研,藤 田明次,松 本辰喜)お りました。
(8)B添加N↑3Al金属間化合物のオージェ分析(新 現在,金 属間化合物の研究は大きなうねりとし
日鉄第一技研 正橋直哉,巽 裕平,山 本満治)て 世界を駆け巡っており,特 に構造と機械的性質
(9}Ni、(AI,TDの単結晶の塑性変形一温度 ・ひすみ に関する国際会議あるいはシンポジウムはEヨを隔
速度・結晶方位 ・組成依存性(東工大 鈴木朝夫,ず して開催されております。今年(/988)は4つの
≡三島良直,≡ 浦誠治)会 議が合衆国とドイツにて,ま た来年(1989)も2









「新 素 材 の 加 工 技 術」
加エプロセスエ学部門 花 田 修 治
0次 世代の科学技術を支える新素材が次々と登場 日時:昭和63年9月2日(金)～9月3日(土)
しております。 しかし,新素材には加工技術につ 場所=東 北大学金属材料研究所 講堂
いての蓄積が無く,そ のため既存 の加工技術に9月2日(金)
よっては成形の困難なものが大部分であると言え/3:00--/3:10開会の挨拶















うな情勢から,合 金設計制御工学部門(和泉修教 三菱重工 坂本 昭
授)の企画 した金属間化合物研究会(9月1,2日)10:00～M:00MMCの 繊維配向制御
とジョイントで金属系複合材料の研究会を計画い 豊田工大 恒川好樹 新美 格
たしました。参力口者 は大学 ・国立研究所関係から11:00～12:00アルミナ粒子分散型複合材料の
32名,企業関係から55名(合計87名)で,金属間 製造
化合物研究会から引き続いて本研究会へ参加する 富山大工 池野 進 多々静夫
研究者も多数見られ,当 初の予想通り両分野の研12:00～ り2:/0閉会の挨拶
究者がそれぞれの立場から,複 合材料の現状と将 東北大金研 花田修治
来屋望について議論するというユニークな研究会 複合材料の特性を支配する界面の問題,す なわ


























































































超電導材料開発施設 能 登 宏 七*






















金属表面化学部門 橋 本 功 二
新しい耐食材料の他,酸化物超電導体を始め電 真空用材料表面の状態分析と気体の吸着 ・脱離特







関する研究の現況を紹介し合い,併せて新しい耐 新日鉄第一技研 伊藤 叡
環境性材料の機能に関する理解を深めることを目CVD法 によるMo(Mo-SDコーティング














北大工 佐藤教男 室蘭工大 菅原英夫
一21一
低合金鋼の水素侵食と水素含有量の関係 スパツター法による新アモルファス耐食合金被覆
大阪府大 山川宏二 東北大金研 橋本功二
新耐食鋼の評価と位置づけ 当初は,UDtodateな内容を気楽に発表す



















































「材 料 デー タベ ー ス=
金属 ・セ ラ ミックス の製造 と物 性 」







この面では米国が国家的事業として,政 府所属 国の学術文献 ・書誌の所在情報のデータベース構
各研究機 関の研究成果のデータベース ニNTIS築 を大きな柱とする学術情報センターを確立 し,
の公開利用やNBSの 諸材料の情報センターの 全国大学の知的資産の集積,整 備とその多面的高
確立を進iめ,先進的役割を果たした。我が国では 度利用の道に歩み出した。通産省は民間の活力を
これ等を輸入 ・利用し,開発費の節約等に役立て 引き出す情報関連産業への肩入れを開始し,他省




我が国のデータベースの実用化は19ア5年頃が ト ・データベース構築期の今日も,先 行するデー
その第一期であり,一方では,金融や国鉄,衛生,タ の集積(便覧など)がデータベース確立への一つ
安全,気 象等公共的に緊急性のある部分でのデー の駆動力となるが,こ の面での準備は,学 問分野
ヲの管理 ・電算化が進み,他 方では日本科学技術 によるそれ程の差異はない。 しかし,実 際にファ
ー23
ク トデータベースの進んでいる分野,例 えば,医(価 電子最大密度径,S・Dレベル順位差等)と物性
療等を見ると,差 異の基本は情報処理の電算化へ 特性量との相関の重要性を指摘し,基 本量の計算
の意識的努力の差異にある。材料はこの点で先進 法,物 性量との相関の実例を述べた。図書館情報
分野に較べかなりの立ち後れを示している。 大:和 光はバンド計算に関わるデータベースの問
この事態を重視 し,先般,東 北大学選鉱精錬研 題点を挙げ,近 似法と共に,ポ テンシヤルの素性
究所徳田昌則教授の提唱により,金 属 ・セラミツ を明らかにし置くべきと報告 した。
クス材料の製造 ・物性に関する材料データベース 第二日の特別講演,"状態図計算,化 学平衡計算




学情報センター構想の実現をも願いながら,関 係 行った。工業技術院 ・化技研:横 川は同所で実際
研究者をお招きしてデータベースの現状に就き,に 稼働 している強力な本格的熱学力データベース
情報の交換,意 見の開陳の機会を設けるために開 システムに就いて紹介 し,そ の機能発揮に精選さ1
かれた。 れた基礎データの蓄積が重要であると述べた。東
2.短期研究会経過 北大工=西 沢,石 田は合金状態図のデータベース
短期研究会は1988年1月29日午後と4月30日午 の建設に関わる国際的な2つ のネツトワーク的協
前の2日 間に亙って開催された。 力機構の現状を紹介 し,更 に,自 ら開発した状態
第一日は東北大選研の徳田昌則教授による本研 図計算のシステム紹介を行った。京大工 ・一一瀬は
究会の主旨の説明,本 所の仁科雄一郎教授による 学振第19委員会の活動状況を報告し,溶鉄中の相
本所の共同研究所の役割,機 構を交えた開会の辞 互作用助係数の推奨値を決定する手続きを紹介 し
に始まり,研 究会主題の1つ,金 属 ・セラミツク た。東大生産研:前 田は状態図,化 学反応関連の
スの物性,材 料特性のデータベースに関わるもの データベース利用に当たってのネットワークの働
8講演が,第 二日は金属 ・セラミツクスの製造,き に就いて幾つかの問題点を具体的に指摘した。
材料の状態図,反 応特性に関するデータベースの 阪大工:片 山は金属 ・合金関係の熱力学的性質を
8講演の発表が行われた。MetalsAbstractか ら収録,一 覧の表作成を
第一日目の特別講演,鯉本格的材料データベース している。その使用法の紹介があり,協 同研究者
とは"で,東 大工=岩 田は国際的な観点で,良 く の東北大選研:徳 田よりその電算化,デ ータベー
確立され,公 開されている材料データベースの幾 ス化の紹介があった。阪大工:森 田,田 中は合金
つかの例を挙げ,そ の夫々の特徴を具体的に紹介 の溶質元素の固液間平衡分配係数のデータベース(




徴,将 来への希望を述べ,東 北大金研:木 戸,市 第一に,金 属 ・セラミックスの製造,物 性に関
川はそれぞれ,金 研の材料科学情報センターの将 する材料データベースで,デ ータベース構築への
来構想と現在の準備状況およびその重点特徴の/ア プローチに幾つかの類型のあることが明らかに
つである計測画像データベースに就いて述べた。 なった。
同所:金 子はそのセンターの重要データベースの 最も基底 となるのは,(1)デークそのものの集積
一つとなる磁性金属間化合物データベースの準備 であるが,この面での具体的活動は実際,地 味な
状況を報告 した。同所:中 道は役立つデータベー 活動であり,成 果がすぐには期待出来ないところ
スの意義と実際,そ の効果に就いて述べた。東大 から学会,出 版社等の発意と援助なしには実際上
物性研=寺 倉は元素を特徴づける幾つかの基本量 実現 し難い。これと良く似たデータ集積形態は,
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②データ集積個人版と云って良い,個 人用のデー 何れも,現 実の事情か ら出発 した材料データ
タベースである。範囲が比較的限られているから べ一ス構築に無くてはならない姿であるが,そ れ
構築はし易いが,プ ラス αの機能が無いと,在来 それの場で苦労されている問題点が幾つか明らか
の便覧を利用する方がずっと増しだと云うことに にされた。
なり兼ねない。これの発展形態として,㊦ デーク 第]こ,デ ーダベースの内容から見た幾つかの
の知的利用の機能を持つシステム建設が主眼と 差異のあるデータベ 一ース構想が発表された。
なっているデータベース構築がある。これは成功(/)単 純な実験データ集約的なもの,
すると,デ ータの蓄積がシステムの機能をより強 ② 現象論範囲の諸係数を集約 したもの
化するので,デ ータ構築に弾みがつく可能性があ ③ 本質論に基礎を置くもの
る。しか し,この種のシステムはいわば在来型コ 何れのデータベースも材料開発にとり,欠 かせ
ンピュータ利用法であり,意識 しないと,個別デー ないものである。しかし,第三の構想のデータベー
タ処理機関に留まる傾向が強い。また,こ のよう スが既に,構 想され着手されていることは大いに
なシステム造りには、多少な りともコンピュー 興味の引かれることであった。
リ タ ・ソフト技術の素養が要求される点に留意して 第三に材料データベースをめぐる国際協力の実
置かねばならない。㈲本格的データベース,こ れ 状が報告されたことである。今後,こ の面の一層
はデータ入力もし易く,知 的な利用法も確立され の発展が期待される。
ているので望ましいデータベース形態である。 し4.ま とめ
かし,問題はこのようなシステムを乗せ得るマシ 予想を上回る参加者があり,充 実 した報告にも
ン購入の費用(従って,そ の実現困難性)と更に,恵 まれた。材料データベースへの広く,強い希望,
利用法の易さ(ユー ザ ・フレンドリイネス,ネ ット 期待のあることを痛感する。このような機会を笛
ワーク,利用の経費)が問題となる。本格的データ 年持ちたいとするのが参加者の希望であった。今
べ一スには多数者の利用を前提とした独自の困難 回の報告も纏めて,参 加者の希望により出版する
さ,問 題点がある。 予定である。今後とも,本所の援助を期待 したい。
「材料 デー タベース構 築の方途 」
④ 金属間化合物研究室 中 道 琢 郎
1.は じめに 壮大なデータベース ・システム構想に関連して
今回の材料データベース研究会は,実 際に役立 は,文 献情報関係で,ω 学術情報センターのデー
つ材料デ ータベー スとは(?と云うモッ トーで,タ ベース構築とその広がり(学情セ=大 山敬≡助
/988年9月13～/4日開催 した。 教授),材料データーべ一スでは,(2)超電導材 料
今回は,昨年度の状態図データベ 一ース中心から,デ ータベース構築とマルチコアプロジェクト,(金
材料特性に関するデータベース中心 に少しく重点 材技研:西 島 敏部長),③材料データベースの構
の置きかたを変えた。狙いは,今 年度文部省の研 築とメタデータ体系(東大 ・工:岩 田修一助教授)
究成果刊行促進費(データベース)を頂いて,本 格 のお≡方のお話をうかがえた。
的に構築することになった金研材料データベース 学術情報センターは,全 国各大学の図書館の図
が少しでも,い や,大 いに皆さんに役立ち得るよ 書 ・学術雑誌の所在情報を蓄積 した巨大デーダ
うに準備する,そ の勉強に役立てたいと思ったか べ一ス ・システムを現実に稼働させて,我 々の便
らである。 宜を図ってくれているが,そ の外にも科研費デー
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タベース,博 士論文データベース等,独 自の新し 最後に,材 料データベースはどうあるべきか,
いデータベースを作り,提供 している。最近では,ど うあったら喜ばれるか?の テーマで,パ ネル討
電気や化学関係の学会等と協力して,学 会発表の 論会を持った。幾つかの提言,感 想を記す。
講演予稿 のデータ ベース,学 会誌 の全文データ(1)信 頼のおけるデータベースを(データ評価の
べ一スの構築も始めている。多彩な活動形態なの 重要性:デ ータベースの性格)
で,現 在進めている我々の統合文献検索システム ② データ ベースの 内容 を増 や すに は(データ
の構築活動に大いに参考となる経験を沢山もって べ一スの維持 ・発展)
いると実感させられた。 ③ パラメータ無 しの(原子番号のみ)状態図予測
超電導マルチコァ ・プロジェク トの一環として の実現(E標,希望),固体物性の理論解明モデ
進められている超電導材料データベース ・システ ル、ad>anced計算手法の収録(条件),可能
ムは現在,そ の構築の具体案を研究,作 成中とい な領域の状態図の外挿,内 挿(予測 との比較=
うことであるが,多 数の専門家を各界から集め,デ ークベース),
緻密な具体案が研究されつつある。詳細 ・緻密な ㈲ 生データのデータベースが重要(データベー
ファクト.データベースの構築形式の設定は資力,ス の性格)1
人力でいささか遅れをとる我々の実態から,に わ ⑤ 恒常的に維持できるデータベース ・(デー タ
かには,そ のまま見習い難い所があるが,個 別の べ一スの維持)
点では学ぶ所が多い。 ⑥ デークベース構築では,協力関係が重要(デー
メタデータ体系も,我 々が次のステップとして タベース構築)
目指しているファクト.デ ータベース構築に大い(7)デ ータベースの利用には,ソ フトウェアの流
に参考 となる。上の超電導材料データベースが 通を重視(データベース利用)
ファクト.デ ータベース構築の実際版を目指すと ⑧ 使いたい一タベースの所在情報が必要(デー
すれば,こ れは,そ の基礎版,学 理的,一 般的考 タベース利用:国 際化)ユーザに対するデータ
求の結果である。いずれも,多 面的な材料特性を べ一ス ・システムのトランスペアレンシー
どう規定し,どう表現すべきかを取り扱っている。 ⑨ 信頼性,普遍性はデータベースの基本(データ
この大規模データベースの重要なもう一つの べ一スの性格)
面,異 種システム間でのデータの交信の実現に就 ㈹情報加工のツール ・ボックスの用意(データベー
いて,金 材技研:門 馬義雄室長による㈱材料デー スの利用)
タベースの国際協力における問題点の講演があっ ㈹Eヨ 本独 自のデータベースを(データベース構
た。充分な進展ではないが,こ の面の協力,標 準 築)
化も着実に進んでいる。本所としても,対 処出来 ㈹ 利用者を想定したデータベースの構築が必要
る準備を持っている必要がある。(デ ータベースの内容)
この外,実 稼働 しているファクト ・データベー ㈹ データ ベース利 用の 普及 に は教 育 も重要
ス,(5)NTIM-JICST金属材料強度データベー(デ ータベースの普及)
ス,(金材技研:金 沢健二室長),ヨー ロッパで評判 ㈹ データベースに就いてのユーザ ・ニーズの調
の{6)SAGEと熱力学データベース,(東北大,選 査も必要(データベース利用)内部ニーズに応え
研:板 垣乙末生助教授),の紹介,合金設計の設計 る努力も重要
理念,設 計手法を論じた(7}分子軌道論に基づく合 短時間であったので,具 体的な内容を含む議論
金設計,(豊橋技科大:森 永正彦助教授),金属間化 まで発展する所は多くはなかったが,デ ータベー
合物の磁性理論の紹介,⑧磁性金属化合物DBに スがユーザに歓迎されつつ発展するための大事な























金属材料研究所長 平 林 真
アメIY力金属学会(ASMlntematiOnal)かhasdesi8nated
ら,本 所の前身鉄鋼 研究所 にたい して,Hls-ResearchlnstitutefoPlron.Steel
⑩ tOpicalLandmarkが贈られ,昨年10月20日TohokuUni>ersity
にその贈呈と序幕のセレモニーが行なわれた。こAnHistOricalLandmark





我 が国で は,/984年に釜石 市橋 野の高 炉跡in>entedhere,
(1857年製)に授与されたのが最初で,今 回はそ 偉大な先輩の残 した業績が顕彰されたことを心
れに次ぐものである。ブロンズの賞杯は新研究実 から喜ぶとともに,多 くの方々が本所を訪れる機





人 事 移 動(1988年4月 ～1989年4月)
転 任
氏 名 年 月 日 転 任 先
前 川 禎 通1988.4.1名 古 屋 大 学 教 授 工 学 部
永 田 明 彦/989./0.1秋 田 大 学 教 授 鉱 山 学 部
川 畑 武/988.M.1住 友 軽 金 属 工 業 ㈱ 主任研究員 技 術 研 究 所
能 登 宏 七1989.2。1岩 手 大 学 教 授 工 学 部
神 垣 知 夫1989.4.1富 山 大 学 教 授 教 養 部
岡 村 清 人1989.4.1大 阪 府 立 大 学 教 授 工 学 部
石 岡 俊 也1989.4.1神 奈 川 大 学 教 授 工 学 部(
市 川 禎 宏1989.4./明 治 大 学 教 授 工 学 部
天 野 忠 昭1989.4.り 相 模 工 業 大 学 助 教 授 工 学 部
佐々木 芳 朗1989.4,り 石 巻 専 修 大 学 助 教 授 理 工 学 部
石 田 恒 雄1989。4,1㈱ 関西新 技術研 究所 主任研究員 表面 化 学研 究 部
佐 藤 光 彦1989.4.1宇 部 興 産 ㈱ 研 究 員
新 任 お よ び 昇 任
氏 名 年 月 日 官 職 部 門 等
山 口 泰 男 「988.4.1教 授 放 射 線 金 属 物 理 学
長谷川 雅 幸/988.4.1助 教 授 原 子 力 材 料 物 性 学
幅 崎 浩 樹1988.4./助 手 金 属 表 面 化 学
増 本 博1988.4.1助 手 特 殊 耐 熱 材 料 学
(
小 川 豊1988.4.1助 手 材 料 試 験 炉 利 用 施 設
落 合 明1988.4.1助 手 材 料 試 験 炉 利 用 施 設
永 田 晋 二1988.5.4助 手 原 子 力 材 料 物 性 学
松 本 秀 樹1988.6./助 教 授 金 属 物 性 論
岡 野 泰 則1989.1.4助 手 結 晶 材 料 化 学
中 島 英 雄1989.3.り 助 教 授 原 子 力 材 料 工 学
渡 邊 和 雄1989.3.1講 師 超 伝 導 材 料 開 発 施 設
後 藤 貴 行1989.4./助 手 低 温 電 子 物 性 学
酒 井 政 道/989.4、/助 手 電 子 材 料 物 性 学
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平成元年度東北大学金属材料研究所研究会採択一覧
整 研 究 会 の 名 称 氏 イ篇 属者 官職 離 期 間 連朧
GOO1高温超伝導体の電流輸送現象 武藤 芳雄 東北大金研教授6.1～6.22日 間
/002樹枝状結晶成長の基礎 ノ」、松 啓 東北大金研教授 元,6.5～73日 間
り00蒋酷;勢 ク素材の極限条1牛徳N8則 東北大金研獺 元.ア.4-52日間 躰 健
/0・4鑛伊 鋸 傭 子'甑 物性と 藤森 蔽 東北大金研獺 元.6.29-3・2日間
/005半導体の欠陥制御 角野 浩二 東北大金研教授 元.ア.6～ア2日 間
/006金属間化合物の物性と応用 花EE修治 東北大金研教授 元.7.131日 間
◎ /00ア翻 点鋸 の懸tlA#翻 東北大錨 獺 元.ア.13～り42日間
itoO8懇禦 欄 研究の現状と嗣 後 茅野 秀夫 東北大鐸 獺 元.9.11-/22日間
lioO9高圧力下の遷移金属化合物の物性 金子武次郎 東北大金研助手 元.9.26～272[ヨ間
10/0謡鍵らnる核㈱ 醍 理の離 ノへ木 胡 東北大鋸 教授 酬.6-72日 間
10/1藷晟ζ釧 離 擁 物の純臨 安達 髄 名苗 理学部教授 元.//.9・-/02日間 跡 調
10/2耐環境性新素材とその機能 橋本 功二 東北大金研教授 元.//.21～222日間
10/3吸着分子の分光学的研究セミナー 潮田 資勝 東北大金研教授 元./2.15～/62日間{=科雄一郎
10G4融液構造とバルク単結晶成長 木村 茂行 無機材研総合研究官2.1.18～/92日間 福田 承生
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